
201

和
泉
流
改
正
狂
言
小
考

―
三
宅
本
・
万
蔵
家
本
・
藤
江
本
紹
介
・
検
討
―

田　

口　

和　

夫

は
じ
め
に
、
改
正
と
い
う
こ
と

　

国
立
能
楽
堂
二
〇
一
七
年
一
月
定
例
公
演
に
野
村
萬
師
が
〈
鞍
馬
参
〉

を
演
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
萬
師
と
と
も
に
そ
の
台
本
検
討
を
行
っ
た
。

一
六
年
一
〇
月
に
そ
れ
が
完
成
し
て
萬
師
が
手
書
き
台
本
を
作
成
さ
れ
た

と
き
、
標
題
の
右
肩
に
「
改
正
」
と
書
か
れ
た
。
こ
れ
は
興
味
あ
る
こ
と

で
あ
る
。
萬
師
上
演
台
本
に
つ
い
て
、
数
多
く
の
修
訂
作
業
を
し
て
き
た

が
、「
改
正
」
と
銘
打
た
れ
た
の
は
初
め
て
だ
か
ら
で
あ
る
。〈
鞍
馬
参
〉

は
天
正
狂
言
本
に
も
見
え
、
そ
こ
で
は
現
行
に
引
き
継
が
れ
る
「
福
渡
し
」

の
呪
文
は
存
在
す
る
が
、
太
郎
冠
者
は
鞍
馬
の
御
福
の
代
わ
り
に
、
実
際

に
「
礫
」
を
渡
し
て
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
近
世
以
降
の
〈
鞍
馬

参
〉
は
「
礫
」
＝
「
太
郎
冠
者
の
不
奉
公
」
と
い
う
部
分
を
捨
て
て
し
ま

い
、「
鞍
馬
参
ハ
脇
狂
言
ナ
ル
故
祝
言
ノ
習
有
」（
鷺
流
・
享
保
保
教
本
）

と
、
脇
狂
言
に
位
置
付
け
る
よ
う
に
も
な
る
の
で
あ
る
。
和
泉
流
現
行
で

は
、
太
郎
冠
者
が
主
を
な
ぶ
っ
て
福
を
渡
す
と
い
う
趣
旨
で
福
渡
し
を
す

る
け
れ
ど
も
、
留
め
は
明
ら
か
に
祝
言
の
留
め
に
な
っ
て
い
る
。
い
さ
さ

か
の
齟
齬
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。
今
回
は
「
巧
者
ノ
老
人
抔
ハ
仕
所
有
故

主
ノ
方
仕
手
ニ
ス
ル
」（
享
保
保
教
本
）
と
同
じ
発
想
で
萬
師
が
シ
テ
主
の

役
と
な
っ
た
が
、
併
せ
て
〈
末
広
か
り
〉
的
脇
狂
言
に
し
よ
う
と
い
う
こ

と
で
手
を
入
れ
た
の
で
あ
る
。
萬
師
は
自
然
に
書
か
れ
た
の
だ
が
、
部
分

的
修
正
で
は
な
く
根
本
的
な
改
訂
と
い
う
こ
と
で
、「
改
正
」
に
値
す
る
作

業
だ
っ
た
と
今
で
は
思
っ
て
い
る
。

　
「
改
正
」
と
い
う
こ
と
で
、
も
う
一
つ
連
想
さ
れ
る
の
は
関
西
大
学
図
書

館
蔵
井
狩
辰
吉
狂
言
本
に
見
え
る
「
改
正
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
公
儀
江

書
上　

名
寄　

全
』
と
す
る
一
冊
中
に
「
明
治
三
午
年
改
乕
長
」
と
あ
る

部
分
で
、「
近
来
改
正
差
加
之
部
」
と
し
て
「
呼
声
」
以
下
計
二
〇
曲
、「
習
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之
部
」
と
し
て
「
毘
沙
門
・
箕
被
・
木
六
駄
・
菓
争
・
月
見
座
頭
・
蜘
盗

人
」
の
六
曲
、「
重
習
之
部
」
と
し
て
「
庵
梅
・
狸
腹
鼓
」
の
二
曲
、
総
計

二
十
八
曲
の
目
録
が
あ
る
。
こ
れ
は
周
知
の
明
治
三
年
、
大
蔵
流
の
有
力

弟
子
た
ち
が
合
議
し
て
、
大
蔵
流
に
新
た
に
組
み
入
れ
た
狂
言
三
十
一
曲

（『
大
蔵
家
之
記
』）
に
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
ま
ず
は
「
改
正
」

と
称
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
後
に
こ
れ
は
「
新
政
」
と
改
称
さ
れ
た
よ
う

で
、
同
じ
く
井
狩
本
の
三
冊
本
『
新
政　

狂
言
本　

三
冊
』
で
は
「
改
正

狂
言
」
と
初
め
記
し
な
が
ら
「
改
正
」
を
朱
で
「
新
政
」
と
改
め
た
部
分

が
あ
る
。「
新
政
」
は
こ
な
れ
な
い
表
現
だ
が
、
従
来
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
に

無
か
っ
た
も
の
を
新
た
に
加
え
る
と
き
「
改
正
」
と
す
る
の
は
、
理
屈
に

合
わ
な
い
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
従
来
存
在
し
て
い
た
も
の
に
抜
本
的

修
正
を
加
え
た
と
き
、
従
来
無
か
っ
た
も
の
を
加
え
た
と
き
、「
改
正
」
と

す
る
発
想
は
あ
り
得
た
の
で
あ
る
。

　
「
改
正
」「
新
政
」
い
ず
れ
に
せ
よ
、
そ
う
し
た
い
と
考
え
る
基
本
に
は
、

現
状
に
問
題
あ
り
と
認
識
し
、
よ
り
良
く
改
善
し
た
い
と
い
う
意
志
が
存

在
す
る
。
そ
の
よ
う
な
意
志
は
、
対
象
と
な
る
狂
言
に
真
摯
に
向
き
合
お

う
と
す
る
こ
と
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
も
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
創
造
さ
れ
た

「
改
正
狂
言
」
は
広
く
共
有
さ
れ
、
発
展
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　

幕
末
に
和
泉
流
の
中
で
、「
改
正
狂
言
」
と
称
す
る
も
の
が
生
ま
れ
て
い

た
。
こ
れ
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
現
在
の
狂
言
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
一

石
を
投
ず
る
こ
と
に
な
る
筈
で
あ
る
。

Ⅰ　

伊
藤
正
義
氏
に
よ
る
「
改
正
狂
言
」
紹
介

　

和
泉
流
に
お
け
る
「
改
正
狂
言
」
の
存
在
に
つ
い
て
最
初
に
言
及
さ
れ

た
の
は
伊
藤
正
義
氏
で
あ
る
。
伊
藤
氏
は
「
明
治
・
大
正
期
の
京
都
に
お

け
る
和
泉
流
狂
言
」（『
中
世
文
華
論
集
第
二
巻
』
所
収
、
初
出
『
人
文
研

究
』
昭
和
六
十
二
年
十
二
月
）
に
お
い
て
、
南
大
路
家
旧
蔵
文
書
（
現
、

法
政
大
学
能
楽
研
究
所
蔵
）
中
の
南
大
路
惟
顕
（
玄
叟
）
に
よ
る
「
三
宅

惣
三
郎
と
の
往
復
書
簡
」
な
ら
び
に
「
資
料　

南
大
路
家
蔵
狂
言
関
係
伝

書
目
録
」
に
見
え
る
「
改
正
狂
言
」
に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
た
。
ま
た
、
紹

介
の
後
に
、「
改
正
狂
言
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
狂
言
研
究
の
対
象
に

な
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
別
記
資
料
（
田
口
注
、「
目
録
」
の
こ

と
）
中
に
も
そ
の
曲
の
一
覧
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
今
後
に
俟
ち
た
い
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
幕
末
・
明
治
の
狂
言
に
つ
い
て
は
、
私
を
含
む
狂
言

研
究
者
の
主
た
る
研
究
対
象
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
そ

の
後
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
研
究
は
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
本
稿
に
よ
っ

て
、
い
さ
さ
か
で
も
こ
れ
を
進
展
さ
せ
、
狂
言
研
究
者
と
し
て
の
責
を
果

た
し
た
い
と
思
う
。

　

先
ず
、
伊
藤
氏
が
紹
介
さ
れ
た
往
復
書
簡
か
ら
必
要
部
分
を
引
く
。
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一　

枕
物
狂
、
比
丘
定
、
庵
ノ
梅
、
相
伝
ノ
節
ハ
、
一
番
ニ
付
何
程
。

　

是
ハ
キ
マ
リ
無
之
候
。
又
人
ニ
ヨ
ル
事
。
シ
カ
シ
近
年
ハ
先
一

番
ニ
付
千
疋
と
定
ル
事
。

一　

過
日
モ
御
尋
申
上
置
候
釣
狐
相
済
候
得
バ
、
金
岡
相
勤
候
テ
モ

宜
敷
ユ
ヘ
、
金
岡
相
済
候
得
バ
、
改
正
狂
言
靱
猿
、
杭
ケ
人
ケ
、

二
番
附
物
ユ
ヘ
、
金
岡
ハ
相
済
不
申
候
ト
モ
、
釣
狐
相
済
候
得
バ
、

二
番
ノ
改
正
狂
言
ハ
勤
候
テ
モ
不
苦
候
ヤ
、
又
相
不
成
候
ヤ
、
御

尋
申
上
候
。

○
右
二
番
相
済
申
候
人
ハ
不
苦
候
。
一
番
之
人
ハ
弐
百
疋
ツ
ヽ
。

一　

改
正
狂
言
ハ
、
靱
猿
、
杭
ケ
人
ケ
、
煎
物
、
鞠
座
頭
、
三
人
片

輪
、
業
平
餅
、
薩
摩
守
、
其
外
何
々
ニ
御
座
候
ヤ
、
御
尋
申
上
候
。

○
棒
縛
。

一　

加
州
公
ニ
テ
出
来
狂
言
、
鬼
丸
、
唐
人
子
宝
、
呼
声
、
見
物
左

衞
門
、
孝
心
竹
、
祖
父
俵
、
出
家
狩
人
、
其
外
何
々
ニ
御
座
候
ヤ
、

御
尋
申
上
候
。

○
ワ
ラ
イ
祖
父
、
シ
カ
ぞ
な
く
。

次
に
目
録
か
ら
引
く
。

和
泉
流
秘
書　

横
本
一
冊

○
四
十
四
丁
よ
り
「
狂
言
目
録
」、
計
二
百
四
十
七
曲
の
外
に
「
狸

腹
鼓
」
を
置
く
。
ま
た
、「
別
」
と
し
て
「
鬼
丸
」
以
下
二
十
八

曲
、「
改
正
物
」
と
し
て
「
三
人
片
輪
、
靱
猿
、
杭
ケ
人
ケ
、
業
平

餅
、
煎
物
、
鞠
座
頭
、
猿
座
頭
、
棒
縛
、
薩
摩
守
、
不
聞
座
頭
」

の
十
曲
を
掲
げ
る
。

　

往
復
書
簡
は
伊
藤
氏
の
考
証
に
よ
っ
て
、
明
治
十
五
年
の
年
末
頃
、
南

大
路
惟
顕
（
芸
名
、
皆
見
応
二
、
玄
叟
）
と
三
宅
惣
三
郎
（
三
宅
庄
市
の

養
嗣
子
）
と
の
間
に
交
わ
さ
れ
た
物
と
知
ら
れ
る
。
南
大
路
家
所
蔵
の
三

宅
派
台
本
が
『
狂
言
集
成
』『
狂
言
三
百
番
集
』
の
底
本
で
あ
る
こ
と
は
知

ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
そ
れ
と
一
具
の
文
書
で
あ
る
。
野
村
万
蔵
家
に

伝
わ
る
通
称
「
加
賀
狂
言
」
に
つ
い
て
は
今
回
の
考
証
外
で
あ
る
が
、「
改

正
狂
言
」
と
似
た
よ
う
な
存
在
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う

か
が
わ
れ
る
。
さ
て
、
往
復
書
簡
は
習
物
上
演
に
つ
い
て
の
費
用
を
問
う

て
い
る
が
、
免
状
料
と
言
っ
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
ま
ず
注
目
さ

れ
る
の
は
、「
改
正
狂
言
」
が
〈
釣
狐
〉〈
金
岡
〉
と
並
ぶ
習
物
と
意
識
さ

れ
て
い
た
事
で
あ
る
。〈
釣
狐
〉
は
言
う
ま
で
も
な
く
狂
言
役
者
が
一
人
前

に
な
る
た
め
の
関
門
で
、
三
宅
派
で
は
〈
花
子
〉
と
並
ぶ
「
大
習
」、〈
金

岡
〉
は
〈
枕
物
狂
〉〈
比
丘
定
〉
な
ど
「
一
番
習
」
五
曲
の
中
に
位
置
付
け

ら
れ
る
。
こ
れ
ら
と
並
ぶ
と
い
う
の
は
、
今
日
の
感
覚
で
は
重
す
ぎ
る
と

思
え
る
の
だ
が
、
実
際
に
そ
の
よ
う
に
運
用
さ
れ
て
い
た
証
拠
が
あ
る
。
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『
鴻
山
文
庫
蔵
能
楽
資
料
解
題
』
下
、
第
十
一
章
狂
言
、
五
二
そ
の
他
、
の

17
「
三
宅
庄
市
免
状
〔
浦
野
酒
造
宛
〕
一
通
」
が
そ
れ
で
、「
免
状
之
一
書　

一
、〈
改
正
〉
業
平
餅　

一
、〈
同
〉
靱
猿　

右
之
狂
言
雖
為
当
流
之　

秘

事
執
心
依
有
之　

可
令
相
伝
者
也
。
如
件
。　

慶
応
二
年
寅
正
月　

三
宅

庄
市
正
信
（
花
押
）　

浦
野
酒
造
殿
」
と
す
る
。
こ
の
免
状
か
ら
、
重
要
な

事
実
が
判
明
す
る
。
す
な
わ
ち
、
①
「
改
正
狂
言
」
が
実
際
に
習
物
と
さ

れ
て
い
た
こ
と
。
②
明
治
維
新
以
前
の
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
の
段
階

で
は
成
立
し
て
い
た
こ
と
。
③
三
宅
庄
市
が
そ
の
免
状
を
発
行
し
て
い
た

こ
と
の
三
点
で
あ
る
。
大
政
奉
還
直
前
の
あ
わ
た
だ
し
い
時
期
で
は
あ
っ

て
も
、
当
時
存
在
し
て
い
た
和
泉
流
家
元
で
は
な
く
、
庄
市
が
こ
れ
を
発

行
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
庄
市
が
当
時
の
和
泉
流
を
代
表
す
る
実
力
者
で

あ
り
、
独
立
性
の
高
い
三
宅
派
で
あ
る
こ
と
を
割
り
引
い
て
も
、
こ
れ
は

注
目
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
段
階
で
、「
改
正
狂
言
」
は
三
宅
派
、

中
で
も
庄
市
自
身
が
関
わ
り
、
改
正
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
推
量
で

き
る
。
庄
市
が
狂
言
界
の
第
一
人
者
の
位
置
を
占
め
て
い
た
明
治
十
五
年

の
段
階
に
お
い
て
も
、「
改
正
狂
言
」
が
機
能
し
て
お
り
、
三
宅
惣
三
郎
が

関
与
し
て
い
た
こ
と
も
、
こ
の
推
測
を
後
押
し
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

往
復
書
簡
と
目
録
と
の
間
に
曲
数
の
齟
齬
が
あ
る
こ
と
に
触
れ
て
お
こ

う
。
目
録
に
は
十
曲
あ
る
が
、
往
復
書
簡
に
は
八
曲
し
か
載
せ
な
い
。
こ

と
に
書
簡
で
は
七
曲
を
挙
げ
て
、
そ
の
他
に
は
と
尋
ね
た
の
に
対
し
、〈
棒

縛
〉
一
曲
し
か
答
え
ず
、〈
猿
座
頭
〉
と
〈
不
聞
座
頭
〉
と
を
挙
げ
な
い
の

で
あ
る
。
こ
れ
に
は
意
味
が
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
失
敗
作
と
考
え
た
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
後
に
考
察
す
る
。

　

伊
藤
氏
は
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
南
大
路
家
本
に
は
「
改
正
狂
言
」

の
一
冊
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
伊
藤
氏
の
頃
に
は
知
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
「
改
正
狂
言
」
の
台
本
が
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
概
要
を
ま
ず
紹
介

し
よ
う
。

Ⅱ　

改
正
狂
言
台
本
三
種

　

一
、
南
大
路
家
本
。
能
研
蔵
南
大
路
本
、
朱
で
百
四
十
号
と
右
上
に
記

す
。
半
紙
本
袋
綴
、
仮
綴
。
共
紙
表
紙
に
「
薩
摩
守
・
棒
縛
・
業
平
餅
・

猿
座
頭
」
の
四
曲
を
併
記
し
、
全
体
の
右
肩
に
「
改
正
」
と
記
す
台
本
で

あ
る
。
表
紙
右
下
に
南
大
路
の
印
と
「
三
宅
」
の
署
名
が
あ
る
。
こ
の
署

名
は
曲
名
並
び
に
本
文
と
同
筆
と
認
め
ら
れ
る
。
も
と
三
宅
家
所
蔵
と
考

え
ら
れ
る
。
以
下
「
三
宅
本
」
と
言
う
。

　

二
、
藤
江
又
喜
本
。
絹
川
豊
旧
蔵
、
安
田
信
一
氏
現
蔵
、
絹
川
豊
筆
『
秘

書
』
横
本
一
冊
の
内
。
14
・
4
×
20
・
3
㎝
、
目
録
よ
り
始
ま
る
一
七
六

頁
〜
二
六
一
頁
（
頁
は
安
田
氏
写
真
に
よ
る
）
の
「
改
正
」
狂
言
、
所
収

八
曲
、「
靱
猿
、
杭
か
人
か
、
煎
じ
物
、
鞠
座
頭
、
薩
摩
守
謡
入
、
棒
縛
、
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業
平
餅
臺
飾
、
猿
座
頭
」。「
靱
猿
」
に
「
改
正
」
と
頭
書
し
、
後
の
各
曲

は
そ
れ
ぞ
れ
「
同
」
と
す
る
。〈
似
懺
法
〉
を
九
と
し
て
挙
げ
て
、
後
に
改

正
を
意
味
す
る
「
同
」
を
抹
消
し
て
い
る
。
以
前
、
藝
能
史
研
究
会
例
会

（
平
成
一
八
年
八
月
十
一
日
）
で
紹
介
し
た
資
料
だ
が
、
今
回
は
「
改
正
」

に
絞
っ
て
検
討
す
る
。『
秘
書
』
奥
付
に
「
明
治
参
拾
六
年
夏　

藤
江
又
喜

先
生
ノ
許
ヲ
得
テ
写
セ
シ
モ
ノ
ナ
リ　

藤
江
門
第　

絹
川
豊
」
と
あ
り
、

原
本
は
藤
江
又
喜
の
所
蔵
本
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
の
で
、
以
下
「
藤

江
本
」
と
す
る
。
始
め
〈
靱
猿
〉
か
ら
〈
鞠
座
頭
〉
ま
で
の
四
曲
は
本
文

詳
細
で
、
朱
に
よ
る
型
付
け
も
含
む
。〈
薩
摩
守
〉
か
ら
〈
猿
座
頭
〉
の
四

曲
は
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
部
分
の
み
記
し
、
南
大
路
の
三
宅
本
と
ほ
と
ん
ど

同
文
的
文
章
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
こ
れ
は
伝
承
の
経
路
を
異
に
し
て
お

り
、
後
の
四
曲
の
方
は
三
宅
本
（
元
本
カ
）
を
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

三
、
野
村
万
蔵
家
本
。
六
冊
。
す
べ
て
半
紙
本
袋
綴
、
仮
綴
。
複
数
曲

を
合
冊
し
た
も
の
二
冊
。
一
曲
の
も
の
四
冊
。
年
記
の
古
い
方
か
ら
仮
に

イ
ロ
ハ
順
と
し
、「
野
村
イ
本
」
の
よ
う
に
呼
ぶ
。
実
は
、
は
じ
め
一
、
二

の
資
料
に
よ
っ
て
検
討
を
進
め
、
万
蔵
家
の
現
行
演
出
で
は
そ
れ
ぞ
れ
が

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
萬
師
の
ご
教
示
を
受
け
よ
う
と
、
お
稽
古
の
傍

ら
「
改
正
」
の
話
を
持
ち
出
し
た
と
こ
ろ
、
万
蔵
家
に
も
あ
る
と
し
て
提

示
さ
れ
た
の
が
、
こ
の
六
冊
で
あ
る
。
以
前
、
五
世
万
之
丞
（
耕
介
）
の

も
と
で
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作
成
し
た
と
き
、
私
が
調
査
し
て
は
い
る
が
、
以
来
久

し
く
見
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ご
許
可
を
得
て
検
討
し
、

併
せ
て
和
泉
流
現
行
に
お
け
る
扱
い
に
つ
い
て
、
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
以

下
に
は
そ
れ
を
含
ん
だ
私
見
を
記
す
。

　

イ
本　

文
化
九
年
分
冊
野
村
本
。
表
紙
に
「
靱
猿
・
杭
か
人
か
」
と
併

記
し
、「
靱
猿
」
を
朱
で
抹
消
し
て
「
此
分
フ
リ
分
ケ
別
冊
ニ
致
事
」
と
注

し
て
「
杭
か
人
か
」
を
残
す
。
左
下
に
「
野
村
」
と
す
る
。
文
化
九
年
（
一

八
一
二
）
の
「
野
村
」
は
文
化
八
年
狂
言
棟
取
役
と
な
っ
た
二
世
野
村
万

蔵
で
あ
る
。

　

ロ
本　

文
化
九
年
分
冊
野
村
本
。
イ
本
か
ら
分
冊
さ
れ
た
も
の
で
、
表

紙
に
「
改
正
靱
猿
」
と
記
し
、
左
下
に
「
野
村
」
と
あ
る
。

　

ハ
本　

文
化
九
年
十
一
月
野
村
本
。
表
紙
に
「
改
正
煎
物　

六
儀
」
と

し
、
右
肩
に
「
文
化
九
年
十
一
月
」
の
年
記
、
左
下
に
「
野
村
」
の
署
名

あ
り
。
奥
に
「
于
時
文
化
九
年
申
十
一
月
写
之
」
と
す
る
。
別
紙
二
紙
を

挟
み
込
む
。

　

ニ
本　

弘
化
二
年
四
月
野
村
直
英
本
。
表
紙
に
「
改
正
杭
か
人
か
」、
右

上
に
「
弘
化
二
年
巳
四
月
」、
左
下
に
「
野
村
直
英
」
と
す
る
。

　

ホ
本　

嘉
永
五
年
三
月
矢
田
本
。
表
紙
に
「
改
正
煎
物
、
同
杭
か
人
か
、

同
靱
猿
」
と
曲
名
を
併
記
し
、
右
肩
に
「
嘉
永
五
年
子
三
月
写
之
」
と
書

き
、
左
下
に
「
矢
田
庄
兵
衛
」
と
書
く
。
間
に
「
替
ノ
煎
物
仕
形
附
」
と

し
、「
右
天
保
十
五
辰
九
月
書
ス
」
と
す
る
一
紙
を
挟
み
込
む
。
矢
田
庄
兵
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衛
は
万
蔵
家
蔵
「
狂
言
稽
古
諸
事
控
」（
天
保
三
年
）・「
釣
狐
ア
ト
文
句

書
」（
弘
化
四
年
）・「
秘
書
花
子
」（
嘉
永
二
年
）
を
記
し
た
人
物
で
あ
り
、

ま
た
、
万
蔵
家
蔵
「
山
脇
家
由
緒
書
略
留
」
に
天
保
十
三
年
に
三
世
万
蔵

直
英
が
京
都
へ
上
っ
た
と
き
、「
万
之
丞
并
矢
田
屋
庄
兵
衛
同
道
致
上
京
候

事
」
と
記
さ
れ
る
通
り
、
矢
田
屋
庄
兵
衛
と
も
書
く
。
准
四
世
の
万
之
丞

と
同
行
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
見
て
、
万
蔵
家
の
重
要
な
役
者
ら
し
い
。

あ
る
い
は
「
矢
田
屋
」
は
「
八
田
屋
」
の
異
表
記
か
。

　

ヘ
本
、
安
政
六
年
五
月
野
村
本
。
表
紙
に
「
薩
摩
守
、
棒
縛
、
業
平
餅
、

猿
座
頭
」
と
併
記
し
、
全
体
の
右
肩
に
「
改
正
」
と
記
す
。
左
下
に
「
野

村
」
と
別
筆
で
記
す
。
こ
の
書
は
三
宅
本
と
文
字
、
字
配
り
、
行
数
な
ど

全
く
同
一
で
、
同
筆
と
認
定
で
き
る
。
裏
表
紙
内
側
に
奥
書
あ
り
、「
安
政

六
年
五
月　

三
宅
庄
市
様
よ
り
被
遣
候
而　

何
方
ニ
て
勤
候
義
不
指
支　

仕
形
等
工
夫
可
致
旨　

申
来
候
事
」
と
あ
る
。
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）

時
の
「
野
村
」
は
万
蔵
家
三
世
の
万
蔵
直
栄
、
狂
言
棟
取
役
、
名
人
と
称

せ
ら
れ
た
人
で
、
当
時
六
十
四
歳
で
あ
る
。「
ど
こ
で
勤
め
て
も
差
し
支
え

な
い
、
演
出
等
は
工
夫
し
な
さ
い
」
と
い
う
こ
の
内
容
は
面
白
い
。
先
の

「
浦
野
酒
造
宛
免
状
」
と
は
大
分
に
印
象
が
違
う
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
以
前

か
ら
万
蔵
家
に
は
「
改
正
狂
言
」
は
伝
え
ら
れ
て
い
た
の
で
、
安
政
の
こ

の
段
階
の
文
書
は
、
あ
ら
た
め
て
の
印
可
と
い
う
べ
き
も
の
と
解
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。
金
澤
和
泉
流
が
大
切
だ
っ
た
の
か
、
三
世
万
蔵
が
そ
れ
ほ
ど

有
力
だ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
そ
の
両
方
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
こ
の
段

階
で
万
蔵
家
は
改
正
狂
言
を
自
由
に
演
じ
ら
れ
る
立
場
と
な
っ
た
と
い
え

よ
う
。

　

万
蔵
家
本
の
存
在
に
よ
っ
て
、「
改
正
狂
言
」
は
文
化
九
年
に
は
三
曲
は

成
立
し
て
お
り
、
ヘ
本
な
ら
び
に
三
宅
本
は
安
政
六
年
五
月
に
は
成
立
し

て
い
た
こ
と
が
判
明
し
、
安
政
に
は
ほ
と
ん
ど
の
曲
が
成
立
し
て
い
た
と

考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
改
正
者
は
三
宅
庄
市
と
推
定
さ
れ
る
。　

Ⅲ　

改
正
狂
言
の
紹
介
と
検
討

　

南
大
路
本
百
四
十
号
は
「
三
宅
」
署
名
本
で
、
由
緒
正
し
い
本
で
あ
る
。

所
収
四
曲
「
薩
摩
守
・
棒
縛
・
業
平
餅
・
猿
座
頭
」
で
、
改
正
ポ
イ
ン
ト

に
し
ぼ
っ
た
書
き
方
を
し
て
い
る
。
ま
ず
三
宅
本
に
よ
っ
て
四
曲
を
検
討

す
る
が
、
万
蔵
家
本
・
藤
江
本
の
注
目
す
べ
き
異
文
は
（　

）
に
括
っ
て

示
す
。改

正
狂
言
三
宅
本
（
濁
点
・
読
点
を
補
う
。
合
字
は
開
く
。
異
体
字

は
原
則
正
字
と
す
る
。
以
下
同
）

①
、
薩
摩
守　

謡
入
（
万
蔵
家
ヘ
本
・
藤
江
本
）

名
乗
シ
カ
〳
〵
、
文
句
常
之
通
、
夫
よ
り
茶
を
呑
所
に
、
秀
句
習
所
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等
、
何
レ
も
如
常
、

僧
〽
阿
ゝ
船
頭
舟
が
か
へ
る　

舟
頭
〽
爰
な
者
が
云
出
し
た
事
ハ
、

ト
云
テ
ツ
キ
出
ス
、
船
頭
下
ニ
シ
ウ
ロ
（
ジ
ヨ
ロ
）
ク
ミ
居
ル
、　

僧
〽
申
、
船
頭
殿
、
申
〳
〵
船
殿　

船
頭
〽
か
し
ま
し
い
何
事
じ
や

ぞ
い
や
い
、　

舟
の
内
で
そ
の
様
な
事
ハ
い
わ
ぬ
者
で
こ
ざ
る
か
、　

船
頭
〽
ど
こ
に
か
舟
の
内
で
そ
の
様
な
事
を
云
物
で
お
り
や
る
か
、　

〽
舟
中
不
案
内
に
ご
ざ
る
、
其
上
出
家
の
事
で
ご
ざ
る
、
ど
ふ
ぞ
堪

忍
を
し
て
の
せ
て
下
さ
れ
、　

舟
頭
〽
ソ
ウ
ジ
ヤ
ト
云
テ
、
右
ノ
手
デ

下
ヲ
打
、
カ
イ
棹
持
テ
立
テ
、

法
の
人
に
て
ま
し
ま
せ
ば
。
船
を
バ
い
か
で
お
し
む
べ
き
、
と
く
〳
〵

め
さ
れ
候
へ　

ト
云
テ
船
寄
る
、
ア
ド
ヤ
ツ
ト
ナ
ト
云
、
飛
び
テ
船

ニ
ノ
ル
、
是
ヨ
リ
何
レ
モ
如
常
、
船
ノ
着
前
謡
ア
リ
、（
但
謡
々
僧
ノ

後
ロ
ヘ
行
、
立
セ
テ
舟
ニ
乗
ル
形
モ
ア
ル
ナ
リ
）

　

入
道
具
（
菅
笠
、
カ
イ
棹
、
茶
碗
）　

シ
テ
船
頭
（
嶋
、
括
リ
袴
、

布
羽
織
、
脚
半
、
但
シ
燕
尾
、
髭
ニ
テ
モ
、
別
ニ
長
袴
事
候
也
）　

ア

ド
出
家
（
僧
、
ク
ヽ
リ
袴
、
脚
半
、
水
衣
、
腰
帯
、
能
力
頭
巾
）　

小

ア
ド
茶
屋
（
嶌
、
袷
、
肩
衣
、
腰
帯
）

田
口
コ
メ
ン
ト

　

万
蔵
家
に
も
こ
の
演
出
は
あ
り
、
萬
師
が
演
じ
ら
れ
た
こ
と
も
あ

る
と
の
事
で
あ
る
。
五
世
万
造
（
萬
齋
）
時
代
か
ら
演
じ
て
い
た
と

の
こ
と
で
、
そ
の
頃
は
「
改
正
」
の
意
識
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
た
だ
し
現
在
は
特
に
改
正
と
意
識
せ
ず
に
、
別
演
出
と
理
解
さ

れ
て
い
る
。
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
船
頭
の
謡
は
能
〈
兼
平
〉
に
お
い
て
、

シ
テ
舟
人
が
旅
僧
に
便
船
を
求
め
ら
れ
、
一
旦
は
断
る
も
の
の
、
旅

僧
が
「
出
家
の
事
に
て
候
へ
ば
別
の
御
利
益
に
、
舟
を
渡
し
て
た
び

給
へ
」
と
願
う
の
に
対
し
、「
見
馴
れ
ぬ
人
な
れ
ど
、
法
の
人
に
て
ま

し
ま
せ
ば
、
船
を
ば
い
か
で
惜
し
む
べ
き
、
と
く
〳
〵
召
さ
れ
候
へ
」

と
謡
っ
て
乗
せ
る
場
面
で
用
い
ら
れ
る
。
僧
と
船
頭
の
関
係
は
確
か

に
狂
言
と
一
致
し
て
お
り
、
能
を
熟
知
す
る
観
客
に
と
っ
て
は
、「
な

る
ほ
ど
」
と
共
感
で
き
る
「
改
正
」
で
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
、
現

在
の
よ
う
に
、
能
〈
兼
平
〉
に
縁
遠
い
観
客
が
多
数
を
占
め
る
場
で

は
、
こ
の
船
頭
の
謡
は
、
い
か
に
も
唐
突
に
過
ぎ
る
と
言
え
よ
う
。

謡
の
お
弟
子
が
多
数
を
占
め
る
小
さ
な
場
で
な
ら
ば
、
今
日
で
も
生

き
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
は
そ
の
よ
う
な
特
定
の
場
を
目
指
し
た

一
過
的
な
「
改
正
」
と
評
価
で
き
る
。

②
、
棒
縛　

改
正
（
万
蔵
家
ヘ
本
・
藤
江
本
）

〽
ア
ド
名
乗
、
呼
出
シ
、
何
れ
モ
如
常
、
少
シ
モ
違
不
申
、
太
郎
冠

者
次
郎
冠
者
シ
バ
ラ
レ
ル
所
同
断
、
ア
ド
留
主
云
付
テ
出
ル
如
常
、
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此
様
ニ
縛
レ
テ
居
モ
一
入
酒
呑
タ
イ
ト
云
文
句
あ
リ
テ
、
酒
蔵
え
行
、

シ
テ
酒
蔵
開
等
如
常
、
蔵
え
這
入
、
先
呑
ト
云
テ
呑
テ
見
ル
呑
ニ
ク

シ
、
次
郎
冠
者
ニ
呑
ス
、
又
汲
呑
テ
見
ル
、
呑
ズ
、
次
良
冠
者
又
呑
、

（
藤
江
本
ノ
マ
ス
ト
テ
）
ケ
ナ
リ
ガ
ル
、
次
良
冠
者
呑
シ
様
ガ
ア
リ
サ

ウ
ナ
モ
ノ
ジ
ヤ
ト
云
、
シ
テ
仕
様
が
ア
ル
ト
云
テ
、
又
汲
、
次
良
冠
者

ニ
持
セ
テ
呑
、
如
常
呑
テ
、
シ
テ
〽
ど
う
も
き
う
く
つ
な
、
何
卒
仕

様
が
有
そ
ふ
な
物
じ
や　

次
良
〽
身
共
の
縄
は
ど
う
や
ら
解
け
そ
ふ

な
ト
云
内
縄
ト
ケ
ル　

そ
り
や
、
解
け
た　

太
良
〽
何
じ
や
解
け
た

（
田
口
注
、
以
下
「
そ
り
り
（
や
の
誤
）
と
け
た
」
ま
で
朱
書
入
れ
、

「
ど
れ
〳
〵
」
に
続
く
。
万
蔵
家
ヘ
本
・
藤
江
本
に
な
し
）

次
〽
い
づ
れ
仕
様
が
有
そ
ふ
な
物
じ
や　

シ
テ
〽
そ
ち
が
縄
ハ
解
ケ

そ
ふ
に
ハ
な
い
か　

二
〽
ど
ふ
や
ら
と
け
そ
ふ
な　

太
〽
そ
れ
な
ら

バ
、
そ
ち
を
向
け
、
解
い
て
み
よ　

次
〽
お
ゝ
心
得
た　

太
〽
そ
り

り
と
け
た

次
良
〽
ど
れ
〳
〵
汝
も
と
い
て
や
ろ
う
ト
云
テ
太
良
冠
者
の
縄
モ
解

て
（
万
蔵
家
ヤ
ル
・
藤
江
本
ヤ
ル
也
）　

太
良
〽
是
で
ゆ
る
り
と
し
た

ト
云
テ
又
呑
、
小
謡
一
番
宛
酌
ス
ル
、
小
舞
何
ニ
テ
モ
一
番
宛
舞
ナ

リ
、
シ
テ
小
舞
済
ギ
ハ
ニ
ア
ド
出
テ
、
橋
懸
リ
立
テ
、
シ
テ
小
舞
済

テ
、
ミ
ジ
カ
キ
小
謡
可
然

只
今
戻
て
御
座
る
、
両
人
の
者
が
待
て
居
る
で
あ
ら
う
、
や
い
〳
〵

戻
た
ぞ
、
是
は
い
か
な
事
、
あ
の
様
ニ
し
て
お
い
て
さ
へ
、
縄
を
解

て
（
土
）
蔵
え
這
入
て
酒
を
呑
ふ
で
居
る
、
扨
も
〳
〵
腹
の
立
事
じ

や
ト
云
テ
盃
ノ
後
え
居
テ
立
テ
居
ル
、
サ
ア
〳
〵
呑
メ
ト
云
テ
二
人

寄
ル
、
顔
ウ
ツ
ル
、
二
人
見
付
る
所
如
常
、
此
通
謡
ニ
ウ
タ
ウ
ト
云
、　

嬉
し
や
爰
に
酒
あ
り　

〽
主
は
壱
人　

〽
影
は
二
人　

爰
ニ
テ
二
人

シ
テ
盃
ヲ
持
立
テ
正
面
え
出
ル
、
ア
ド
モ
一
所
ニ
出
ル
、
爰
ニ
テ
跡

え
サ
ガ
リ
、
二
人
共
尻
リ
落
シ
ヘ
ダ
ル
ア
ト　

〽
三
ツ
主
の
夜
ル
の

盃
に
主
を
乗
セ
て
、
主
と
も
思
ハ
ぬ
内
の
者
か
な　

背
（
藤
江
本
ヲ

扇
ニ
テ
）
打
、
次
良
冠
者
追
入
ナ
リ
、
此
間
ニ
シ
テ
今
一
ツ
ト
云
テ
、

又
汲
呑
モ
ヨ
シ
、
是
よ
り
シ
テ
本
追
込
ニ
テ
入
也

　

入
道
具
（
藤
江
本
葛
桶
蓋
、
ボ
ウ
ジ
布
三
筋
、
丸
棒
）

シ
テ
太
郎
冠
者
出
立
如
常
（
藤
江
本
嶋
、
袷
、
袴
、
肩
衣
、
腰
帯
）　

ア
ド
主　

出
立
同
断
（
藤
江
本
熨
斗
目
、
長
上
下
、
少
サ
刀
）　

小
ア

ド
次
郎
冠
者
出
立
同
断

田
口
コ
メ
ン
ト

　
「
改
正
」
の
ポ
イ
ン
ト
は
第
一
に
縄
を
解
い
て
舞
う
こ
と
、
第
二
に

キ
リ
の
〈
松
風
〉
の
謡
の
中
で
、
前
後
に
移
動
す
る
こ
と
、
の
二
つ

で
あ
る
。
縄
を
解
く
演
技
は
す
で
に
天
理
本
狂
言
六
儀
に
見
え
、
波

形
本
に
も
引
き
継
が
れ
、
宗
家
系
で
は
普
通
の
演
出
だ
っ
た
。
野
村
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又
三
郎
家
で
演
じ
ら
れ
て
い
る
の
を
観
た
こ
と
が
あ
る
が
、
解
け
る

な
ら
な
ん
で
も
っ
と
早
く
、
と
思
わ
せ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
宗
家
系

で
も
古
典
文
庫
本
な
ど
は
縛
ら
れ
た
ま
ま
舞
っ
た
後
に
縄
を
解
い
て

舞
う
と
い
う
演
出
も
併
記
す
る
。
大
蔵
流
は
虎
明
本
以
来
、
縄
を
解

か
な
い
。
鷺
流
最
古
本
の
延
宝
忠
政
本
、
続
く
寛
政
有
江
本
で
は
縄

を
解
か
ず
、
舞
も
舞
わ
な
い
。
改
正
本
の
記
述
か
ら
見
て
、
三
宅
派

で
は
宗
家
系
と
違
っ
て
、
大
蔵
流
と
同
じ
、
縄
を
解
か
ず
に
舞
を
舞

う
と
い
う
演
出
（
万
蔵
家
と
同
じ
）
だ
っ
た
と
推
量
さ
れ
る
。
宗
家

系
に
始
め
か
ら
存
在
し
て
い
た
縄
を
解
く
演
出
を
、
わ
ざ
わ
ざ
「
改

正
」
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
「
改
正
」
の
作
業
が

宗
家
系
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
三
宅
派
に
よ
る
も
の
だ
と
い
う
推

量
を
確
実
な
も
の
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
第
二
に
つ
い
て
、
万
蔵
家
で

は
、
縄
を
解
か
な
い
け
れ
ど
、
盃
を
持
っ
て
正
面
へ
出
、
下
が
る
演

技
は
お
こ
な
っ
て
い
る
。

③
、
業
平
餅　

臺
錺
リ
（
万
蔵
家
ヘ
本
・
藤
江
本
）

後
見
二
人
臺
持
出
テ
ワ
キ
座
ニ
直
ス
、
又
切
戸
ヨ
リ
入
ル
ト
、
ア
ド

出
テ
名
乗
、
シ
カ
〳
〵
云
テ
、
大
小
ノ
前
、
座
ニ
付
也
、
シ
テ
各
出

ル
如
常
也
、
是
ヨ
リ
傘
持
ノ
古
歌
ジ
ヤ
ヨ
ノ
ス
ミ
テ
、
是
ニ
休
息
所

ト
見
ヘ
テ
店
ガ
ア
ル
ト
云
テ
、
シ
テ
臺
ノ
上
ヘ
上
ル
、
何
レ
モ
（
万

蔵
家
本
「
ユ
ル
リ
」、
藤
江
本
「
エ
ル
リ
」）
リ
ト
休
メ
（
万
蔵
家
本

藤
江
本
ト
）
云
、
供
不
残
地
謡
座
ニ
並
、
下
ニ
居
ル
ト
、
餅
屋
出
テ

餅
出
、
是
ヨ
リ
常
ノ
通
也
、

シ
テ
舞
過
テ
、
餅
屋
申
〳
〵
お
前
は
ど
な
た
で
御
座
る
、
問
ふ
、
シ

テ
朝
臣
在
原
と
い
ふ
、

餅
屋
〽
す
れ
バ
承
及
る
好
色
な
お
方
で
御
座
る
、
夫
な
ら
バ
御
酒
を

一
ツ
献
ジ
と
ふ
ご
ざ
る
、
シ
テ
〽
其
の
様
な
事
ハ
よ
し
に
せ
い
、
餅

屋
〽
暫
御
待
被
成
て
被
下
、
ト
云
テ
盃
持
テ
出
ル
、
一
ツ
召
上
ら
れ

て
被
下
ふ
な
ら
バ
難
有
ふ
存
ま
す
る
、
シ
テ
〽
夫
な
ら
バ
一
ツ
呑
ふ
、

つ
い
で
く
れ
ト
云
テ
シ
テ
呑
テ
、
〽
扨
是
を
下
〳
〵
へ
廻
せ
、
餅
屋

〽
畏
て
御
座
る
、
さ
あ
〳
〵
何
れ
も
一
ツ
あ
が
り
ま
せ
ト
云
テ
順
ニ

盃
送
、
何
れ
も
一
ツ
宛
呑
テ
次
え
送
ル
、
供
（
藤
江
本
皆
）
呑
仕
舞

ト
、
シ
テ
〽
何
れ
も
盃
が
廻
た
な
ら
バ
思
ひ
〳
〵
に
い
て
休
息
を
せ

い
、
各
〽
畏
て
御
座
る
ト
云
テ
各
切
戸
ヨ
リ
入
也
、
傘
持
壱
人
残
リ

橋
ガ
ヽ
リ
行
ね
ル
、
是
ヨ
リ
跡
娘
ノ
事
ヲ
頼
ム
、
娘
連
ニ
行
間
ニ
餅

喰
、
何
れ
も
仕
（
万
蔵
家
廻
）
迄
（
藤
江
本
仕
方
等
）
如
常
、
少
シ

モ
相
違
ナ
シ
、

　

入
道
具
（
藤
江
本
臺
、
大
屋
タ
イ
邯
鄲
ノ
通
リ
、
葛
桶
、
太
刀
、

シ
カ
ウ
、
弓
矢
、
長
柄
袋
ニ
入
テ
、
沓
、
ヤ
ナ
イ
ハ
コ
、
三
宝
木
地
、

葛
桶
蓋
）
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シ
テ
（
藤
江
本
業
平
、
唐
織
、
指
ヌ
キ
、
下
袴
ノ
内
、
単
狩
衣
、
腰

ヲ
ビ
、
冠
ヲ
イ
タ
ヾ
キ
、
末
広
持
テ
）　　

ア
ド
（
藤
江
本
モ
チ
ヤ
、

嶋
、
肩
衣
、
コ
シ
ヲ
ビ
）　

供
各
（
藤
江
本
小
ア
ド　

乙
、
振
袖
、
箔
、

女
帯
、
葛
平
本
結
ヲ
カ
ケ
、
カ
ヅ
キ
、
乙
面
）（
児　

振
袖
、
箔
、
下

袴
、
脚
半
、
腰
帯
、
ハ
ナ
シ
髪
、
大
刀
持
テ
）（
藤
江
本
随
身
、
二
人

外
ニ
ホ
ウ
イ
ト
モ
、
熨
斗
目
、
袴
、
腰
帯
、
風
折
、
少
サ
刀
、
シ
コ

ウ
サ
シ
、
末
広
持
、
随
身
打
烏
帽
子
ニ
テ
モ
）（
藤
江
本
沓
持
、
嶋
、

ク
ヽ
リ
袴
、
脚
半
、
白
張
、
腰
帯
、
帽
子
、
ヤ
ナ
イ
バ
コ
沓
ノ
セ
持

出
ル
）（
藤
江
本
長
柄
持
、
装
束
沓
持
ト
同
断
）

田
口
コ
メ
ン
ト

　
「
改
正
」
の
ポ
イ
ン
ト
は
①
能
〈
邯
鄲
〉
に
用
い
る
一
畳
台
に
「
大

屋
台
」（
引
立
大
宮
の
こ
と
か
）
を
出
し
て
餅
屋
と
す
る
こ
と
、
②
初

め
に
酒
が
出
て
下
々
ま
で
盃
が
廻
る
こ
と
、
の
二
点
で
あ
る
。「
台

飾
」
の
演
出
は
、
普
通
に
存
在
し
て
お
り
、
万
蔵
家
に
も
あ
り
、
萬

師
も
演
じ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
屋
台
は
出
な
い
。

④
、
猿
座
頭　

改
正
（
万
蔵
家
へ
本
。
藤
江
本
）　

初
シ
テ
出
テ
シ
カ
〳
〵
、
女
呼
出
シ
、
花
見
エ
行
、
小
舞
小
唄
平
家

ア
リ
、
猿
引
出
テ
、
女
ヲ
見
テ
恋
シ
カ
ケ
ル
、
何
レ
モ
如
常
、
酒
ヲ

呑
所
モ
同
断
、
後
ニ
猿
ヲ
座
頭
ニ
ツ
ナ
グ
、
女
ノ
キ
ニ
カ
ヽ
ル
ト
、

シ
テ
直
ニ
女
ヲ
呼
、
女
コ
タ
エ
ル
、

シ
テ
〽
女
共
是
ニ
ま
し
が
居
る
そ
ふ
な
、
ど
れ
か
ら
放
て
来
ぞ
ト
云

テ
、
シ
テ
（
藤
江
本
猿
ヲ
）
サ
グ
ル
、
サ
ル
イ
カ
ニ
モ
シ
テ
ニ
ナ
ツ

ク
、
猿
引
女
ヲ
連
ニ
行
ト
、
猿
猿
引
ニ
飛
付
カ
キ
サ
ク
、
猿
引
キ
モ

ツ
ブ
シ
、
ノ
ク
、
サ
ル
引
ア
セ
ル
、
ソ
バ
エ
行
ト
、
猿
カ
キ
ツ
ク
、

サ
ル
引
弥
ア
セ
ル
、

シ
テ
〽
扨
も
〳
〵
是
ハ
し
ほ
ら
し
い
物
じ
や
、
両
人
し
て
連
テ
戻
ら

ふ
か
、
女
〽
一
段
と
よ
ふ
ご
ざ
ら
ふ
ト
云
ト
、
サ
ル
引
ナ
ヲ
〳
〵
ア

セ
ル
、
女
ノ
側
ヘ
寄
ト
（
猿
ハ
）
飛
付
、
又
サ
ル
ノ
側
え
寄
レ
バ
飛

付
ス
ル
内
、
シ
テ
女
共
ニ
猿
引
テ
入
也
、
猿
引
一
人
跡
ニ
残
、
笑
止

ガ
ル
、
猿
引
〽
扨
も
〳
〵
ド
ウ
欲
な
め
に
あ
わ
せ
お
つ
た
、
向
後
人

の
妻
を
盗
ふ
事
で
ハ
な
い
、
南
無
三
宝
し
な
い
た
り
、
ト
云
テ
留
テ

入
ル
ナ
リ
、

　

入
道
具　
（
藤
江
本
幣
、
打
杖
、
引
綱
、
胴
服
、
笠
、
長
杖
、
葛
桶

フ
タ
、
細
キ
綱
一
筋
）

シ
テ
（
藤
江
本
無
地
熨
斗
目
、
腰
帯
、
黒
衣
、
角
帽
子
、
中
啓
、
杖

持
テ
出
ル
）（
ア
ド
）
女
（
藤
江
本
箔
、
女
帯
、
着
（
田
口
注
「
美
」）

男
、
扇
子
サ
シ
テ
）　
（
小
ア
ド
）
猿
引
（
藤
江
本
長
キ
縄
付
猿
引
テ

出
、
嶋
、
袴
、
布
羽
織
、
三
尺
帯
、
腰
帯
、
幣
サ
シ
、
胴
服
、
笠
ハ
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前
ヘ
付
ル
ナ
リ
）　

猿
（
藤
江
本
さ
る
皮
、
弓
懸
、
足
袋
、
帽
子
、
猿

面
、
腰
ニ
綱
付
ル
）

田
口
コ
メ
ン
ト

　

萬
師
『
狂
言
伝
承
の
技
と
心
』（
平
凡
社
）
に
は
、「「
猿
座
頭
」
は

祖
父
の
書
い
た
も
の
に
よ
れ
ば
「
姦
通
物
だ
か
ら
あ
ま
り
や
る
な
」

と
い
う
」（
一
八
一
頁
）
と
あ
る
通
り
、〈
猿
座
頭
〉（
鷺
流
〈
花
見
座

頭
〉）
は
「
結
末
が
残
酷
で
、
今
日
で
は
上
演
し
に
く
い
曲
」（『
能
楽

大
事
典
』）
で
あ
る
。
同
大
辞
典
解
説
で
は
、「
た
だ
し
和
に
は
終
曲

部
が
以
下
の
よ
う
な
筋
立
て
に
な
っ
て
い
る
派
が
あ
る
」
と
し
て
、

こ
の
「
改
正
」
の
演
出
を
載
せ
て
い
る
が
、
万
蔵
家
で
は
演
じ
て
い

な
い
。
改
正
の
留
め
は
教
訓
的
に
過
ぎ
る
し
、
女
の
翻
意
も
唐
突
に

過
ぎ
る
。
こ
れ
で
は
成
功
し
た
演
出
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

⑤
、
改
正
靫
猿
（
万
蔵
家
ロ
本
・
ホ
本
は
ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ
た
記
述

で
あ
る
。
藤
江
本
は
台
本
全
文
が
あ
り
、
謡
に
は
節
付
が
あ
る
。
ま

た
猿
歌
に
は
朱
で
型
付
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
万
蔵
家
ロ
本
・
ホ
本
を

校
訂
翻
刻
し
、
藤
江
本
を
参
照
す
る
。）　

初
メ
替
ル
事
ナ
シ
、
但
シ
太
郎
冠
者
太
刀
ヲ
持
出
ル
、
狩
装
束
弓
矢

持
出
ル
、
名
乗
、
夫
ヨ
リ
言
葉
ア
リ
、
猿
引
出
ル
、
シ
テ
掛
合
シ
カ

〳
〵
、
是
迄
ノ
通
リ
ニ
皆
替
ル
事
ナ
シ
、
但
シ

猿
引
〽
猿
が
い
き
て
る
と
い
わ
つ
し
や
れ
、
ア
ド
〽
心
得
た
、
ど
う

ふ
有
て
も
な
ら
ん
と
申
ま
す
、
シ
〽
聞
た
、
最
前
か
ら
云
様
が
わ
る

い
に
よ
つ
て
じ
や
、
の
き
お
ら
ふ
、
や
あ
や
あ
猿
引
、
ト
此
文
句
ヨ

シ
、
夫
ヨ
リ
シ
カ
〳
〵
、
替
ル
事
ナ
シ
、
但
シ
、
ア
ド
〽
其
大
か
り

ま
た
で
い
さ
せ
ら
れ
た
ら
ば
、
猿
の
皮
に
き
ず
が
付
ま
せ
ふ
、
爰
に

猿
の
一
ト
打
と
申
て
、
只
一
打
デ
命
の
う
す
る
所
が
御
座
ル
、
是
を

打
ツ
て
上
ま
せ
ふ
程
に
し
ば
し
の
御
暇
を
下
さ
れ
い
と
申
ま
す
る
、

シ
テ
〽
夫
を
身
共
に
尋
る
事
か
、
と
も
か
く
も
し
て
、
早
ふ
う
て
と

い
ゑ
、
ト
此
文
句
吉
、
跡
ノ
シ
カ
〳
〵
、
セ
ン
ミ
ヤ
ウ
替
ル
事
ナ
シ
、

扨
命
ヲ
助
ル
、
サ
ル
礼
ヲ
ス
ル
、
シ
カ
〳
〵
、
色
々
有
、
猿
ヲ
出
セ

ト
云
、
サ
ル
出
テ
舞
ト
、
ユ
ル
リ
ト
見
物
セ
ウ
程
ニ
、
床
机
ヲ
呉
イ

ト
云
テ
、
ア
ド
葛
桶
持
出
ル
、
腰
カ
ケ
サ
セ
、
又
太
刀
ヲ
持
出
、
シ

テ
ノ
次
ニ
立
テ
イ
ル
、
サ
ル
ノ
マ
イ
序
ノ
内
、
太
郎
冠
者
ヲ
追
廻
ス
、

ヲ
ソ
レ
テ
（
ア
ド
ニ
ゲ
）
廻
ル
所
仕
様
ア
ル
ベ
シ
、
猿
モ
序
舞
内
イ

ロ
〳
〵
シ
ヨ
ウ
ア
ル
ベ
シ
、
其
内
ニ
シ
テ
モ
少
々
恐
レ
ル
心
持
ア
リ

タ
ル
モ
ヨ
シ
（
専
一
）、
序
ヲ
マ
ウ
内
ニ
、
扇
ヲ
ヤ
リ
、
ヲ
庭
ニ
〳
〵

ニ
テ
、
少
サ
刀
ヲ
ヤ
リ
、
ヨ
サ
ノ
ト
マ
リ
ニ
テ
太
刀
ヲ
ヤ
ル
、
ア
ド

座
ニ
ツ
ク
、（
田
口
注
、
以
下
猿
歌
、
ロ
本
朱
デ
胡
麻
点
、
ホ
本
ハ

墨
、
藤
江
本
ハ
墨
、
朱
の
型
付
あ
り
）
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猿
引
序
〽　

猿
が
さ
る
が
参
り
て
ま
さ
る
目
出
度
能
ふ
つ
か
ま
つ
る
、

お
ど
る
が
手
元
た
ち
ま
わ
り
、
か
た
に
小
腰
を
ゆ
り
あ
わ
せ
、
し
づ

や
か
に
舞
ふ
た
り
け
り
。
八
つ
の
か
つ
こ
は
ら
り
と
う
て
ば
。
じ
う

に
の
楽
も
そ
ろ
ふ
た
り
、
そ
れ
音
楽
の
鈴
の
音
わ
、
よ
せ
く
る
波
に

も
た
と
へ
た
り
。
つ
く
し
下
り
の
西
国
舟
。
と
も
に
八
丁
へ
に
八
丁
。

拾
六
丁
の
ろ
か
い
を
立
て
、
し
も
に
ん
〳
〵
の
宝
の
中
に
。
綾
や
り

や
う
ら
金
蘭
鈍
子
。
め
（
ね
）
り
や
う
く
ち
ば
唐
織
物
。
か
ゝ
る
目

出
度
た
か
ら
の
中
に
、
ひ
と
る
玉
。
水
と
る
玉
。
ひ
ん
田
の
踊
ハ
お

も
し
ろ
や
〳
　〵

ハ
ア　

地
〽
扨
も
め
で
た
の
あ
き
つ
す
や
、
〽
こ

が
ね
升
に
て
。
よ
ね
は
か
る
〳
〵
、
〽
お
庭
に
〳
〵
花
が
咲
候
、
花

ハ
白
銀
実
わ
こ
が
ね
〳
〵
、
舟
の
中
に
わ
何
と
お
よ
る
そ
、（
此
所
ニ

テ
猿
ハ
手
枕
ニ
テ
）
ネ
ル
所
如
常
、
〽
と
ま
お
し
き
ね
に
か
ぢ
を
枕

に
〳
〵
、

よ
さ
の
と
ま
り
ハ
ど
こ
が
と
ま
り
ぞ
、
な
ば
か
し
や
く
し
か
、
む
ろ

が
と
ま
り
か
〳
〵
、
い
と
ゝ
名
の
た
つ
秋
風
に
、
た
そ
よ
妻
戸
お
き

り
〳
〵
す
〳
〵
、
爰
ニ
テ
サ
ル
シ
テ
ノ
タ
モ
ト
ニ
ト
リ
ツ
ク
、
ジ
ヤ

レ
ル
、
シ
テ
ヲ
ド
ロ
キ
、
シ
イ
〳
〵
ト
云
テ
、
フ
リ
ハ
ナ
シ
ニ
ゲ
ル
、

是
迄
ア
ド
居
テ
ト
モ
ニ
ヲ
ウ
モ
吉
、
物
ズ
キ
次
第
、
い
と
し
殿
子
の

御
座
ル
や
ら
、
サ
ル
引
〽
ま
わ
ろ
ふ
〳
〵
、
シ
テ
〽
何
じ
や
廻
ル
カ
、

サ
ル
引
〽
大
き
ウ
廻
ツ
テ
、
シ
テ
〽
大
き
う
廻
つ
て
、
サ
ル
引
〽
そ

こ
ら
で
き
り
り
と
廻
つ
て
、
シ
テ
〽
き
り
り
と
廻
つ
て
、
サ
ル
（
シ

テ
ノ
シ
リ
ヲ
）
カ
キ
ツ
ク
、
シ
テ
マ
ネ
ス
、
如
常
、

犬
が
ほ
ゑ
候
四
ツ
辻
に
〳
〵
、
ひ
ん
田
の
横
田
の
。
淺
（
若
）
苗
を
。

し
よ
ん
ぼ
り
〳
〵
と
う
へ
た
物
、
い
ま
く
る
よ
め
が
か
ら
ふ
ず
よ
の
、

は
ら
だ
ち
や
、
松
の
葉
ご
し
に
月
ミ
れ
ば
、
サ
ル
引
〽
向
ウ
ヘ
出
テ

月
ヲ
ミ
タ
リ
月
〽
手
ヲ
カ
ヘ
テ
ミ
タ
リ
し
ば
し
曇
り
て
。
又
さ
ゆ
る

〳
〵
、
ひ
ん
田
の
お
ど
り
ハ
。
是
迄
ぞ
〳
〵
、

強
〽
い
ち
の
へ
い
だ
て
二
の
へ
い
立
、
三
に
黒
駒
信
濃
と
お
れ
、
せ

ん
ど
う
殿
こ
そ
ゆ
う
け
ん
な
れ
、
と
ま
り
〳
〵
お
な
が
め
つ
ゝ
。
な

を
千
秋
や
万
歳
と
。
た
わ
ら
を
か
さ
ね
て
め
ん
〳
〵
に
、　

俵
を
重
て

め
ん
〳
〵
に
。
俵
を
重
て
め
ん
〳
〵
に
。
た
の
し
う
な
る
こ
そ
目
出

た
け
れ
、
ウ
ツ
ボ
持
仕
方
如
常
、
留
メ
テ
入
也

入
道
具　

弓
矢
、
靱
、
ヘ
イ
、
騎
者
笠
、
追
竹
、
小
菅
笠
、
引
綱
（
一

弓
矢　

作
リ
物
、　

一
カ
リ
マ
タ　

木
地
ニ
テ
銀
帛
ヲ
ヲ
ク
、　

一
靱　

ド
ヒ
ヤ
ウ
形
宜
キ
、　

一
追
竹　

弐
本
、　

一
幣
、　

一
猿
ノ
羽
織　

仕
様
ア
ル
ベ
シ
、　

一
引
綱
、　

一
小
菅
笠　

大
キ
サ
ハ
六
七
寸
斗
、）

シ
テ　
　

厚
板
、
陣
羽
織
又
ハ
面
白
キ
殿
中
羽
織
ニ
テ
モ
、
下
袴
、

キ
シ
ヤ
（
騎
者
）
笠
着
、
靱
ツ
ケ
、
少
サ
刀
、
弓
矢
持
、
但
着
附
等

ス
ベ
テ
装
束
物
好
キ
ア
ル
ベ
シ
、

ア
ド　
　

太
郎
冠
者
出
立
如
常
、
太
刀
持
、
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猿
引
（
小
ア
ド
）
出
立
如
常
、（
小
道
具
腰
ニ
ツ
ケ
ル
也
、）

サ
ル　

如
常
（
猿
皮
、
面
着
、
引
綱
ツ
ケ
テ
）

田
口
コ
メ
ン
ト

　
「
改
正
」
の
ポ
イ
ン
ト
は
注
記
に
も
あ
る
「
改
正
ノ
時
ハ
、
シ
テ
出

立
狩
装
束
弓
矢
持
出
ル
」
で
あ
っ
て
、
詞
章
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。「
す
べ
て
装
束
物
数
寄
あ
る
べ
し
」
と
い
う
よ
う
に
、
演
者
の
工

夫
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。
騎
射
笠
を
着
け
る
大
名
の
姿
は
、
茂
山
千

五
郎
家
が
「
替
装
束
」
と
し
て
こ
れ
を
上
演
す
る
と
き
に
見
ら
れ
る
。

日
本
古
典
文
学
全
集
『
狂
言
集
』
の
口
絵
に
写
真
が
あ
る
。
千
五
郎

家
の
演
出
で
は
、
こ
の
時
は
冒
頭
の
名
乗
り
を
省
略
す
る
と
の
こ
と

だ
が
、
こ
の
「
改
正
」
で
は
き
ち
ん
と
名
乗
っ
て
お
り
、
確
か
に
「
是

迄
ノ
通
リ
ニ
皆
替
ル
事
ナ
シ
（
言
葉
ハ
常
ノ
通
、
替
コ
ト
ナ
シ
）」
な

の
で
あ
る
。
猿
引
が
道
行
の
言
葉
と
し
て
「
畜
生
を
世
話
致
し
て
飼

育
る
と
申
ハ
、
中
〳
〵
心
労
な
事
で
御
座
る
」
と
述
懐
す
る
が
、「
改

正
」
に
と
も
な
っ
て
増
補
さ
れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
万
蔵
家
で

「
替
」
と
す
る
演
式
が
「
改
正
」
と
同
じ
で
、
猿
舞
の
時
に
床
几
に
か

か
り
、
装
束
を
脱
が
な
い
の
も
同
じ
で
あ
る
。

⑥
、
改
正　

杭
か
人
か　

万
蔵
家
イ
本
に
よ
る
。
ニ
・
ホ
本
・
藤
江

本
参
照
。（
田
口
注
、
集
成
本
と
比
較
す
る
と
、
冒
頭
、
主
が
太
郎
冠

者
に
留
守
を
言
い
付
け
、
冠
者
が
独
り
言
を
言
い
な
が
ら
横
に
な
り
、

〈
三
井
寺
〉
を
謡
い
、
寝
返
り
を
し
た
後
か
ら
変
わ
る
の
で
、
そ
こ
ま

で
省
略
。
藤
江
本
は
型
付
詳
細
な
の
で
（　

）
で
括
っ
て
示
す
。）

（
ヲ
ド
ロ
イ
テ
シ
テ
柱
ヘ
ン
迄
）
あ
ゝ
恐
ろ
し
や
（
ト
云
フ
テ
跡
ノ
謡

ノ
内
ニ
ヲ
ド
ロ
ク
）、
な
ん
じ
や
奥
の
方
が
崩
る
ゝ
様
な
音
が
し
た
、

な
ん
で
有
た
し
ら
ぬ
、
扨
々
よ
い
肝
を
つ
ぶ
し
た
、
其
上
よ
ふ
思
ふ

て
見
れ
バ
、
此
広
い
内
に
お
留
守
を
し
て
い
る
わ
身
共
壱
人
じ
や
、

頼
ふ
だ
お
方
の
お
留
守
に
つ
い
に
内
に
い
た
事
が
な
い
に
依
て
、
何

共
思
わ
ぬ
が
中
々
独
り
抔
い
ら
る
ゝ
事
で
わ
な
い
、（
後
ヲ
ビ
ツ
ク
リ

シ
テ
ミ
テ
）
あ
れ
〳
〵
あ
そ
こ
や
爰
が
ご
そ
〳
〵
と
し
て
、
こ
り
や

ど
ふ
も
恐
ろ
し
う
て
内
に
わ
居
ら
れ
ぬ
、
何
と
せ
ふ
ぞ
、
い
や
よ
い

事
を
思
ひ
出
し
た
、
お
留
主
を
大
事
に
せ
い
と
仰
ら
れ
た
程
に
、
お

屋
敷
の
内
を
夜
廻
り
致
さ
ふ
、（
田
口
注
、
集
成
は
「
棒
」
を
持
つ

が
、「
鑓
」
を
持
つ
。
集
成
で
は
後
に
あ
る
星
が
無
い
こ
と
を
先
に
言

い
、
隣
の
窓
の
火
の
光
、
主
が
い
な
く
て
も
夜
廻
り
し
よ
う
と
言
う

の
は
同
じ
な
の
で
省
略
。）

あ
ゝ
何
じ
や
、
く
ち
な
わ
か
、
あ
ゝ
よ
い
肝
を
つ
ぶ
し
た
、
や
い
お

の
れ
其
様
な
道
か
い
元
に
い
る
と
人
が
ふ
む
ぞ
よ
、
そ
ち
ゑ
ゆ
け
〳
〵

や
い
、
人
が
ふ
む
わ
い
や
い
、
ト
云
テ
鑓
ノ
石
突
ニ
カ
ケ
、
ス
カ
シ
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ミ
テ
大
キ
ニ
笑
フ
、
縄
じ
や
、
笑
ウ
、
こ
わ
ひ
〳
〵
と
思
ふ
た
れ
バ

な
わ
が
く
ち
な
わ
に
見
え
た
、
あ
ゝ
よ
い
肝
を
つ
ぶ
し
た
事
哉
、
御

用
心
〳
〵
、
ト
云
テ
廻
リ
カ
ケ
、
ワ
キ
柱
ノ
方
ニ
テ
驚
キ
ウ
シ
ロ
ム

キ
、
あ
ゝ
（
ヨ
リ
ム
キ
テ
ヲ
ド
ロ
キ
テ
イ
ウ
）
何
じ
や
猫
か
、
色
〳
〵

の
物
が
出
て
身
共
を
お
び
や
か
し
居
る
、
御
用
心
〳
〵
、
此
ノ
シ
カ

〳
〵
ノ
内
ア
ド
立
テ
ソ
ロ
〳
〵
一
ノ
松
ヲ
コ
シ
ス
カ
シ
見
テ
、
猫
ヲ

見
テ
ヲ
ド
ロ
ク
所
ヲ
、
ヲ
カ
シ
ガ
リ
笑
ウ
也
、
勿
論
（
カ
ゲ
ニ
テ
、

地
謡
ノ
方
ニ
テ
）
忍
ビ
笑
ス
ル
也
、
ホ
サ
レ
ヌ
様
ニ
ス
ベ
シ
、
あ
ゝ

何
じ
や
、
あ
そ
こ
に
人
が
つ
く
ぼ
ふ
て
居
る
様
な
、
盗
人
で
な
い
か
、

や
い
〳
〵
や
い
そ
こ
に
い
る
わ
何
者
じ
や
、
物
を
云
ぬ
か
〳
〵
、
誰

じ
や
、
や
あ
土
じ
や
ト
云
テ
笑
ウ
、
あ
そ
こ
に
か
べ
土
の
つ
ん
で
有

事
を
よ
ふ
知
ツ
て
い
な
が
ら
、
こ
わ
ひ
こ
わ
い
と
思
ふ
に
よ
つ
て
、

ま
つ
た
ゞ
人
の
様
に
見
ゑ
た
、
此
シ
カ
〳
〵
ノ
内
ニ
ア
ド
ソ
ツ
ト
ワ

キ
座
ノ
下
モ
ノ
方
ヘ
行
キ
、
ヲ
カ
シ
ガ
ル
也
、
あ
ゝ
此
様
な
お
く
病

な
事
で
は
中
々
夜
廻
り
わ
で
け
ぬ
、
其
上
あ
の
築
山
の
う
し
ろ
わ
（
下

ル
ヨ
ウ
ニ
シ
テ
）
昼
さ
え
物
す
ご
ひ
所
じ
や
に
よ
つ
て
気
味
の
わ
る

い
事
じ
や
、
御
用
心
〳
〵
（
少
サ
ク
マ
ワ
ル
）、
あ
ゝ
気
味
の
わ
る
い

事
じ
や
、
御
用
心
〳
〵
、
ト
云
テ
フ
ル
イ
〳
〵
上
ミ
ズ
リ
ニ
ナ
リ
、

向
ウ
方
ヲ
バ
カ
リ
見
テ
行
、
飛
石
ニ
ツ
マ
ヅ
キ
、
ウ
ツ
ブ
シ
ニ
コ
ケ

ル
、（
大
小
ノ
前
ア
タ
リ
ニ
テ
正
面
ヘ
コ
ケ
ル
）　

あ
い
た

〳
〵
〳
〵
〳
〵
、
あ
ゝ
い
た
や
の
〳
〵
、
こ
わ
ひ
〳
〵
と
思
ふ
に
よ

つ
て
気
が
上
ミ
づ
ゝ
て
、
飛
石
で
（
ア
シ
ヲ
ナ
デ
テ
）
し
た
ゝ
か
ひ

ざ
の
さ
ら
を
打
た
、
あ
ゝ
い
た
や
の
〳
〵
、
こ
り
や
も
夜
廻
り
も
い

ら
ぬ
物
じ
や
、
内
へ
は
い
ら
ふ
、（
心
得
廻
ル
処
）　

や
は
り
内
の
方

が
ま
し
じ
や
、
こ
わ
い
〳
〵
と
思
ゑ
バ
色
〳
〵
の
物
が
お
そ
ろ
し
ふ

ミ
ゆ
る
事
じ
や
、
ト
云
テ
廻
リ
カ
ケ
、
主
ヲ
見
付
テ
、
ヲ
ド
ロ
キ
テ

ニ
ゲ
ル
、
此
前
ニ
扇
ヲ
主
ヒ
ロ
ゲ
、
顔
ヲ
カ
ク
シ
テ
ミ
テ
イ
ル
、
シ

テ
見
付
ト
チ
ヤ
ツ
ト
下
ニ
イ
ル
、

（
田
口
注
、
以
下
集
成
と
小
異
あ
る
が
、
人
か
杭
か
と
尋
ね
、
杭
と
答

え
ら
れ
て
安
堵
し
、
内
へ
入
ろ
う
と
し
て
、）

い
や
〳
〵
杭
が
物
を
云
ふ
筈
が
な
い
、
や
は
り
人
じ
や
、
扨
〳
〵
に

が
〳
〵
し
い
、
何
と
し
た
物
で
有
ふ
ぞ
、
そ
ふ
じ
や
、
其
為
の
こ
の

鑓
じ
や
、
思
ひ
切
て
此
鑓
で
突
て
く
れ
う
、

（
田
口
注
、
鑓
を
ひ
っ
た
く
ら
れ
、
脅
さ
れ
て
宝
の
有
所
を
教
え
る
か

ら
命
を
助
け
て
と
願
い
、
主
と
分
か
り
、
主
に
外
出
・
宝
を
と
が
め

ら
れ
て
）

シ
テ
〽
是
ハ
い
か
な
事
、
あ
ゝ
こ
な
た
わ
い
か
い
お
仕
合
で
御
座
り

ま
し
た
、
ア
ド
〽
何
と
仕
合
と
わ
、
シ
テ
〽
は
て
私
が
こ
な
た
じ
や

と
存
ま
し
た
れ
バ
こ
そ
、
今
の
様
に
致
た
れ
、
も
し
盗
人
じ
や
と
存

ま
し
た
ら
バ
（
突
仕
方
ヨ
シ
）
た
ゞ
一
ト
突
に
つ
き
こ
ろ
す
の
で
御
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座
り
ま
し
た
、（
あ
ゝ
返
す
〳
〵
お
け
が
ゞ
な
ふ
て
お
仕
合
で
御
座
り

ま
し
た
、）
ア
ド
〽
ま
だ
其
つ
れ
を
ぬ
か
し
を
る
、
此
鑓
で
一
ト
突
に

し
て
く
れ
ふ
ぞ
、
ト
云
フ
テ
追
込
入
ル
ナ
リ
、
但
シ
シ
カ
リ
ト
メ
ノ

時
ハ
如
常
空
腕
ト
同
断
、

入
道
具　

一
鑓　
（
壱
本

但
シ
廻
リ
四
寸
斗
リ
、
柄
ノ
長
サ
五
尺
余
リ
、
身
壱
尺
余

リ
、
箔
ヲ
キ
、
石
ヅ
キ
形
コ
シ
ラ
ヘ　

黒
ヌ
リ

シ
テ　

太
郎
冠
者
出
立
如
常
、
但
シ
肩
衣
裏
付
ナ
ド
ヨ
シ
、
物
好
キ

ア
ル
ベ
キ
コ
ト

ア
ド　

ノ
シ
メ
、
長
上
下
、
少
サ
刀
、
如
常
）

田
口
コ
メ
ン
ト

　

太
郎
冠
者
の
臆
病
さ
を
強
調
す
る
演
出
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た

め
に
①
〈
空
腕
〉
な
ど
に
見
え
る
朽
ち
縄
（
蛇
）、
②
猫
な
ど
に
怖
じ

る
演
技
を
追
加
し
、
③
築
山
の
う
し
ろ
を
気
味
悪
く
思
う
な
ど
の
場

面
を
追
加
す
る
。
③
な
ど
は
、
広
い
庭
を
連
想
さ
せ
る
。
本
来
の
演

出
で
は
「
屋
敷
の
外
を
夜
廻
り
」
す
る
の
だ
が
、「
改
正
」
で
は
「
お

屋
敷
の
内
を
夜
ま
わ
り
致
さ
ふ
」
と
言
っ
て
夜
廻
り
を
始
め
る
こ
と

に
し
て
い
る
。
本
来
は
太
郎
冠
者
一
人
が
留
守
を
す
る
程
度
の
普
通

の
屋
敷
と
い
う
設
定
だ
っ
た
も
の
が
、
大
名
屋
敷
を
連
想
さ
せ
る
よ

う
な
設
定
に
変
更
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
「
そ
な
た
の

窓
の
内
に
」
火
影
が
見
え
る
部
分
も
「
隣
の
窓
の
内
」
と
な
り
、
大

名
屋
敷
の
中
の
長
屋
と
理
解
で
き
る
設
定
と
な
っ
て
い
る
。
下
人
を

「
壱
人
」
召
し
使
う
と
い
う
冒
頭
の
設
定
は
共
通
な
の
で
、「
改
正
」

は
そ
れ
を
無
視
し
て
、
大
規
模
な
屋
敷
内
の
こ
と
と
し
て
太
郎
冠
者

の
臆
病
さ
を
強
調
す
る
よ
う
に
改
訂
し
た
の
で
あ
る
。

　
〈
空
腕
〉
の
演
出
を
侵
す
よ
う
な
改
訂
で
あ
る
。「
冠
者
一
人
」
と

の
矛
盾
に
眼
を
つ
む
れ
ば
、
大
曲
と
し
て
面
白
い
か
も
し
れ
な
い
。

万
蔵
家
で
は
常
の
演
出
と
し
て
〈
三
井
寺
〉
の
「
山
寺
」
を
謡
う
。

改
正
と
も
替
と
も
言
わ
な
い
。

⑦
、〈
煎
物
〉
万
蔵
家
ハ
本
・
ホ
本
、
藤
江
本

　

万
蔵
家
ハ
本
・
ホ
本
は
ほ
と
ん
ど
同
文
。
ハ
本
の
曲
末
の
朱
書
演

出
注
が
ホ
本
で
は
墨
で
そ
の
位
置
に
記
さ
れ
る
。
藤
江
本
も
囃
子
物

本
文
を
該
当
す
る
位
置
に
記
す
他
は
ほ
と
ん
ど
同
文
。
ハ
本
・
ホ
本

の
演
出
注
は
無
く
、
そ
の
代
わ
り
本
文
中
に
演
出
を
傍
記
す
る
。
道

具･

装
束
付
は
ハ
本
の
み
詳
細
に
記
す
。

集
成
と
同
文
的
な
の
で
本
文
は
引
用
し
な
い
が
、「
山
の
相
談
を
す
る

こ
と
」、「
煎
物
売
り
が
相
舞
に
し
た
い
と
望
む
こ
と
」
の
二
点
が
異

な
る
。
ま
た
集
成
の
後
半
は
あ
ら
す
じ
の
み
。
万
蔵
家
ハ
本
は
「
荷
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茶
屋
作
り
物
違
ふ
」
と
注
し
、「
煎
物
売
」
の
道
具
・
装
束
に
詳
し

く
、「
改
正
」
の
ポ
イ
ン
ト
の
よ
う
に
思
え
る
が
確
認
で
き
な
い
。　

⑧
、〈
鞠
座
頭
〉
藤
江
本

　

集
成
に
は
冒
頭
「
妙
音
講
」
の
集
ま
り
と
す
る
が
「
仲
間
の
参
会
」

と
し
、
そ
れ
に
伴
う
セ
リ
フ
も
替
わ
る
。
酒
盛
の
中
で
は
、
平
家
・

小
舞
の
後
、
碁
・
将
棋
・
双
六
の
話
題
が
出
る
が
、
藤
江
本
は
将
棋

の
後
に
平
家
・
小
舞
弱
法
師
が
出
る
。
蹴
鞠
の
場
は
藤
江
本
詳
細
で
、

し
ば
ら
く
勾
当
四
人
で
蹴
鞠
を
し
た
後
で
、
小
ア
ド
目
明
が
登
場
し

な
ぶ
る
が
、
そ
れ
も
詳
細
。
留
め
は
勾
当
が
菊
一
を
追
い
込
む
。

Ⅳ
「
改
正
狂
言
」
ま
と
め

　
「
改
正
狂
言
」
は
江
戸
末
期
、
和
泉
流
三
宅
派
で
試
み
ら
れ
た
新
演
出
で

あ
る
。
改
正
者
は
幕
末
・
明
治
の
中
心
的
役
者
、
三
宅
庄
市
と
認
め
ら
れ

る
。
知
ら
れ
て
い
る
「
改
正
狂
言
」
は
十
曲
、
そ
の
内
、「
靱
猿
・
杭
か
人

か
・
業
平
餅
・
煎
物
・
鞠
座
頭
・
猿
座
頭
・
棒
縛
・
薩
摩
守
」
の
八
曲
は

台
本
・
演
出
が
確
認
で
き
る
。「
三
人
片
輪
・
不
聞
座
頭
」
の
二
曲
は
そ
れ

が
確
認
で
き
な
い
。
岩
波
講
座
能
・
狂
言
の
別
巻
『
能
楽
図
説
』
に
「
狂

言
の
小
書
」
と
い
う
項
が
あ
り
、「
改
正
」
さ
れ
た
異
式
演
出
と
重
な
る
と

こ
ろ
が
あ
る
。
明
白
に
重
な
る
の
は
「
薩
摩
守
謡
入
」
と
「
業
平
餅
臺
飾
」

の
二
曲
、
ほ
と
ん
ど
重
な
る
と
認
定
で
き
る
の
が
「
棒
縛
替
之
留
」・「
猿

座
頭
替
之
留
」・「
靱
猿
床
几
之
伝
」
の
三
曲
で
あ
る
。
重
な
る
可
能
性
が

高
い
の
は
「
杭
か
人
か
謡
入
」
で
〈
三
井
寺
〉
の
謡
が
場
面
転
換
の
き
っ

か
け
に
な
る
の
は
同
じ
。
た
だ
し
「
改
正
」
と
し
て
は
そ
の
後
の
臆
病
さ

が
眼
目
な
の
で
、「
謡
」
だ
け
で
は
決
め
手
に
欠
け
る
。「
鞠
座
頭
四
人
立
」

も
藤
江
本
で
は
勾
当
四
人
な
の
で
、「
四
人
立
」
と
言
え
る
。
蹴
鞠
は
八
人

を
以
て
限
度
と
す
る
と
云
う
の
で
、「
四
人
」
と
す
る
点
、「
改
正
」
と
同

じ
可
能
性
が
あ
る
。
本
文
を
見
る
こ
と
の
出
来
な
い
「
三
人
片
輪
三
曲
」

は
、
万
蔵
家
で
も
演
じ
る
こ
と
が
あ
り
、
三
人
が
そ
れ
ぞ
れ
姿
に
ふ
さ
わ

し
い
曲
、
座
頭
が
〈
景
清
〉
の
「
眼
こ
そ
」、
い
ざ
り
が
「〈
鉢
木
〉
の
キ

リ
、
お
し
が
〈
屋
島
〉
の
「
そ
の
船
軍
」
に
な
る
。
和
泉
流
の
小
書
と
云

わ
れ
る
の
で
、「
改
正
」
が
そ
れ
で
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
。

　
「
不
聞
座
頭
」
は
問
題
の
曲
だ
が
、
和
泉
流
で
は
「
不
見
不
聞
」
で
、
萬

師
に
よ
れ
ば
、
常
は
「
宇
治
の
さ
ら
し
」
で
演
じ
る
が
、「
替
」
と
し
て

〈
鉄
輪
〉
の
「
眼
に
見
え
ぬ
鬼
と
ぞ
な
り
に
け
る
」
に
な
る
。
小
舞
と
し
て

も
、〈
不
見
不
聞
〉
の
演
じ
方
に
な
っ
て
い
る
と
の
事
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が

改
正
で
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
、
曲
を
代
え
て
も
後
味
の
悪
さ
は
か
え
っ

て
増
幅
さ
れ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。

　

こ
う
し
て
み
る
と
、
台
本
の
伝
わ
ら
な
い
二
曲
は
、
い
ず
れ
も
謡
い
物
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が
替
わ
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
演
技
が
替
わ
る
程
度
の
「
改
正
」
で
、
ポ
イ

ン
ト
さ
え
押
さ
え
れ
ば
、
新
し
い
台
本
は
必
要
が
な
か
っ
た
と
言
え
る
も

の
で
あ
っ
た
。
台
本
が
伝
わ
ら
な
い
の
は
、
そ
の
よ
う
な
事
情
に
よ
る
も

の
か
も
知
れ
な
い
。

　
「
改
正
」
は
現
在
で
は
「
改
正
」
と
意
識
さ
れ
ず
、「
小
書
」
あ
る
い
は

「
替
」
と
し
て
演
出
に
反
映
し
て
い
る
も
の
が
あ
っ
た
。
多
く
は
通
常
の
演

出
よ
り
も
重
い
も
の
と
意
識
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
は
「
改

正
」
で
あ
っ
た
時
の
意
識
が
残
っ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

一
般
論
で
言
え
ば
、
能
と
違
っ
て
狂
言
は
、「
小
書
」
の
時
で
も
出
勤
料

に
反
映
し
な
い
。
そ
の
た
め
か
、「
小
書
」
と
言
わ
ず
、「
替
」
と
言
っ
た

り
、
断
ら
な
か
っ
た
り
し
て
い
る
の
が
現
状
だ
が
、
費
用
の
点
は
別
に
し

て
、
新
し
い
工
夫
は
「
小
書
」
と
し
て
確
定
し
て
お
い
た
方
が
い
い
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
勿
論
、
そ
の
考
案
者
に
断
れ
ば
、
流
派
に
拘
わ
ら
ず
そ

れ
を
用
い
、
な
お
工
夫
で
き
る
と
い
う
了
解
は
必
要
で
あ
ろ
う
が
。
狂
言

の
発
展
の
た
め
に
は
そ
う
あ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。「
改
正
」
は
古
い
時
代

の
そ
う
い
う
試
み
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

野
村
萬
師
に
は
す
べ
て
に
亘
っ
て
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
お
礼
申
し
上

げ
る
。

（
た
ぐ
ち　

か
ず
お
／
文
教
大
学
名
誉
教
授
）


